新年の抱負
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早良区第２障がい者基幹相談支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター長　常安　栄
明けましておめでとうございます。
早良区第2障がい者基幹相談支援センターも、本年５年目を迎えようとしています。
区基幹相談支援センターは、①小学生以上の知的、精神、身体、発達障がい、難病その他生活のしづらさを抱える方及びその家族の相談支援に応じること、②地域の様々なネットワークと連携し、福祉サービスや地域の社会資源を利用した支援を提供すること（地域福祉の基盤づくり）③成年後見制度の利用や虐待防止等の権利擁護のための必要な支援を行うこと等「障がい者の地域生活支援拠点整備」の中核センターとしての役割を担っています。。
コロナウイルス感染拡大の中、基幹センターの相談者には、生活のしづらさを抱え、対応を急ぐ必要がある方も多く、サービス利用や行政手続きの為の訪問や同行、来所相談等、自粛が難しい現状があり、対応してきました。しかし、基礎疾患のある方も多く、コーディネーターからの感染を何としても防がなければという思いもあり、感染予防対策を徹底し実施しています。
地域ネットワーク等の機関連携では、多くの定例会議が中止となりました。8月以降、on-lineでの実施が可能になったものの、医療機関や障害者、高齢者施設ではまだ対応できる所が少なく、先が見えない状況です。
地域連携の重点目標であった、各校区民生委員・児童委員協議会（校区民児協）への参加では、「早良第2基幹通信」を２号発行し、１月末に第３号を発行する予定です。担当地域の障がい者施設の紹介や制度、基幹センターの業務を理解してもらうことを目的に配付しています。コロナウイルス感染拡大の中で校区民児協自体が休会となることもあり、参加の拡大が難しい状況ですが、今後も通信を発行しながら、「顔が見える関係づくり」を進めていきたいと思います。
市内の各「福岡市地域生活支援協議会区部会」において、支援が難しい方の事例を通じて、その方が「地域で暮らす」ために、どのような課題があり、どう解決していけば良いのかを整理する「地域課題整理」に取り組み、現在、福岡市への提言としてまとめているところです。今年は、そうした「地域課題」解決に向け具体的に取り組むことが求められています。これには、コーディネーターの人材育成（研修）が重要です。コロナウイルス感染拡大の中で、当初研修自体も中止が多かったのですが、on-line参加が可能な研修も増えおり、積極的に活用を進めていきたいと思います。
また、今年は、区基幹センター受託の最終年を迎え、この夏には、令和４年度以降の公募を控えています。支援が難しい相談者の増加への対応に追われ、支援を支える為の「地域福祉の基盤づくり、拠点づくり」が進んでいないことが課題となり、福岡市では、相談支援体制の見直しも検討されています。
「福岡市手をつなぐ育成会」としても、「ひまわりの里」の移転整備（または今後の施設整備）に関して「地域生活支援拠点」を担うという方針を打ち出しています。新たな相談体制のもとでも、「地域生活支援拠点」の中核を担う法人、区基幹センターとしての取り組みを一層進めていきたいと思います。
コロナウイルス感染拡大により、当事者、家族の生活のしづらさが増幅しています。また、それを支える事業所、地域や機関等も支援や連携のしづらさを抱えています。一刻も早い終息を願っています。
今年も、どうぞよろしくお願いします。

[image: ]
image1.png




